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少子高齢化や大都市圏への人口集中といった社会状況の変化を背景に，神事の継続が困難となっている

地域は少なくない．さらに，近年の COVID-19 流行は今後の継続に大きな影響を与えるだろう．神事には

コミュニティの活性化や観光，商業振興の材料など様々な面において役割を果たすといわれており，神事

の保存・活用に向けて文化庁においても経済的及び制度的支援が進められている．そこで，本研究では茨

城県内で 30 年前に行われていた神事を対象に文献等調査から，継承・消滅の実態を把握したうえでその

要因を俯瞰的に分析した．その結果，神社周辺の人口減少は神事の継承・消滅に影響を及ぼしていないこ

とが分かった．また，神事の種類，地域特性や神社の規模が継承・消滅に影響していることが示された． 
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1. はじめに 

 

少子高齢化や大都市圏への人口集中といった社会状況

の変化を背景に，祭りの継続が困難となっている地域は

少なくない．実際に 2016 年の共同通信社による調査で

は，都道府県が無形民俗文化財に指定した伝統行事のう

ち，20県で計 60件の休廃止が確認されている注 1)．特に

過疎地域において問題視されており，神社本庁は 2016

年に過疎地域神社活性化推進委員会を発足し，神事の継

続が危惧されている地域において地域と神社の活性化を

図っている注2)．加えて，近年の COVID-19流行により，

感染拡大防止の観点から多くの祭りが中止を余儀なくさ

れており，今後の開催に対する不安も高まっている注 3)． 

祭りの中でも，古くから地域と密接な関わりを持つ神

社の行事である神事に着目すると，神事にはコミュニテ

ィの活性化や観光，商業振興の材料など様々な面におい

て役割を果たすことが示されている注 4) ．さらに年々，

頻発化・甚大化する災害に対しても，災害後周期的に繰

り返されてきた神事を再開することは災害前の日常を作

り出し，被災者にとって大きな意義を持つことが報告さ

れており 1)，多様な面から，神事は今後も継承していく

べき貴重な資産であるといえるだろう． 

これらのことを踏まえると，COVID-19 流行による影

響や深刻化が予測される人口減少社会において，今後さ

らに神事の継承が難しくなる恐れがある中，再度これま

での継承及び消滅事例を見直し，その要因について整理

しておくことが必要であると考える． 

また，COVID-19 流行により神事を含めた無形の文化

財の継承に影響が生じていることから，無形文化財及び

無形民俗文化財の登録制度注 5)が 2021 年に新設され，加

えて文化庁は祭りの支援に 65 億円を計上しており注 6)，

保存に対する意識が一層高まっているといえる．

COVID-19 流行以前においても，神事に限らず無形・有

形文化財を包括して保存・活用していく動きは見られ，

例えば，2018年より導入された文化財保存活用地域計画

の作成が各自治体で現在も進められている注7)． 

このように，今後，神事の保存・活用に取り組んでい

く中で，神事のこれまでの変化を正しく認識したうえで

適切な政策を講じることが必要である． 
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2. 本研究の位置づけ 

 

(1) 本研究における用語の整理 

祭りには，村の農耕儀礼や神楽といった伝統的な行事

から地方自治体・学校の行事やイベント，商店街の催し

物など様々なものが存在する．その中でも本研究では伝

統的に継承されてきた行事に着目し，古くから地域と密

接な関わりを持つ神社の行事である「神事」を対象とす

る．文献注 8)を参考に，「神事」を“神を祀る神社の行

事”，「祭り」を“神事に付随する娯楽的要素を含む行

事”と定義し，以下を論じる． 

 

(2) 分析対象地域 

本研究では分析対象地域として，茨城県を対象とする．

茨城県は首都圏外縁部に位置し県北部は山林が多い一方

で，県南部では鉄道沿線上で開発が進んでいる．このよ

うに郊外から中山間地域まで幅広い地域特性を有してい

る． 

 

(3) 既往研究の整理  

神事に関する研究は都市計画分野のみでなく，民俗学

や社会学，地理学などさまざまな分野で知見が得られて

いる． 

特に神事の継承・消滅要因について，石川 2)は闘牛に

着目し，農業の機械化とともに消滅したものの，観光化

と担い手の組織化により復活し継承されていることを明

らかにしている．卯田ら 3)は自治体の取り組みとの関係

性が継承に重要な役割を果たしていることを示し，熊澤

ら 4)は，祭りの衰退原因を明らかにし，衰退のタイプを

まとめている．また，井口 5)は一度中止された神事の原

因を把握するとともに，さらにその後復活した要因につ

いて言及している．森田ら 6)は非居住者の協力により神

事が継承されていることを明らかにしている．しかし，

いずれも調査対象が神事の種類や過疎地域など地域を限

定しており，多数の事例を対象とし俯瞰的な視点から分

析を行った研究はみられない． 

長期的な視点から多数の事例を対象に実態調査を行っ

た研究として，浜松市内の 300件以上の祭りを対象に継

承状況の調査を実施した杉山ら7)8)の研究が存在するが，

データベース化の構築を目的としており，詳細な継承・

消滅要因については明らかにされていない． 

また，本研究では茨城県を対象としており，茨城県内

の祭りに関する著書や報告書も多数存在する．例えば，

県内の代表的な祭りや地域の見どころを紹介した著書注

9)や，茨城県教育委員会が県内に残される祭りを対象に

調査した報告書注 10)がある．しかし，これらにおいても

紹介や実態把握のみに留まっており，詳細な分析には至

っていない． 

 

(4) 本研究の内容  

以上の背景より，茨城県内で 30 年前に行われていた

神事を対象に，継承・消滅の実態を把握したうえでその

要因を俯瞰的に分析する．これらを通じて，今後の社会

における神事の保存・活用に向けた知見を得ることを目

的とする． 

 本研究では，この目的を達成するために，2.で研究の

位置づけを行った後，3.で使用データの解説を行う． 

次に 4.では 30 年前の神事を対象とした継承・消滅実態

把握及び継承・消滅実態と人口との関係を分析する．続

いて，5.では神事の継承・消滅実態の判別分析を行い，

その要因を明らかにする．最後に，上記の結果を踏まえ

て 6.で本研究で得られた成果と今後の課題についてまと

める． 

なお，本研究では一部の神事を対象にヒアリング調査

および神社の現地調査を実施し，調査で得た知見をもと

に分析で使用する変数の検討や考察を行った． 

 

(5) 本研究の特長 

1) 地域と関わりの深い神事を対象とし，その存廃を長

期的・面的な視点から把握するというオリジナリテ

ィの高い取り組みに挑戦している． 

2) 近年，神事の保存・活用に向けた取り組みが進めら

れている中で，その継承・消滅要因を定量化した有

用性のある研究である． 

3) 茨城県神社庁が収集・編集した資料に記載される神

事を分析対象とした信頼性の高い研究である． 

 

3. 使用するデータ  

 

本研究では，平成元年(1989 年)，茨城県神社庁編集，

茨城新聞社発行著書「茨城の神事」注 8)（図-1）に掲載さ

れている神事を調査対象とする．著書内には，茨城県内

の神事 155事例を対象に，当時の神事の内容が記載され

ている注11)． 

 本研究では，著書内にて既に消滅した神事として紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 著書「茨城の神事」注8) 
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表-1 著書に掲載される神事の種類と本研究の分類 

 

図-2 神事開催神社の立地場所 

 

されている神事を除く 145事例を調査対象として扱う．

対象とする神事は，田楽や神楽といった伝統芸能に関す

る神事から，茅の輪くぐりなど様々な種類の神事を取り

扱っている．本稿では著書内での分類を文献注10)を参考

に再分類した（表-1）．また，神事が行われる神社の立

地場所についても，用途地域内から都市計画区域外まで

幅広く存在し，多様な地域特性を有する神事を対象とし

ている（図-2）． 

 

4. 神事の継承・消滅実態把握 

 

(1)  神事の継承実態把握 

 本節では，まず 30 年前の神事が継承されているのか，

消滅しているのかについて文献等調査を行い把握する．

神事の実態を判断する過程としては，初めに各神社のホ

ームページ（以下，HP と略す）の存在を把握し，神社

HP 内における対象神事の記載有無を調査する．次に，

各自治体が運営する HP（移住定住促進サイトや観光協

会 HP 等，自治体が運営に関与していることが確認でき

るHPを含む）より対象神事の記載有無の把握を行う注13)． 

 

図-3 神事の継承・消滅実態分布 

 

そして最後に，茨城県教育員会より発行されている文献
注10)より対象神事が掲載されているか把握を行う．文献注

10)は2007~2009年の3年間にわたり県内の全地域において

伝承されている伝統的な祭りや行事，1891事例を調査し

ている． 

 これらのプロセスより調査した結果，145 事例中 115

事例(79.3%)において HP 及び文献より継承されているこ

とを確認することができた．以下，本研究では確認でき

た神事を「継承」，確認できなかった神事を「消滅」と

定義する．把握した継承実態の分布を図-3に示す．各神

社の立地点については茨城県神社庁HP注14)に示される住

所から CSVアドレスマッチングサービス注 15)を用いて緯

度経度を取得し，正確な位置情報を取得できなかった箇

所についてはgoogle map注16)にて立地場所を確認し筆者自

ら正確な場所へプロットした．なお，神事が開催される

神社については現地調査及びgoogle map注16)より把握した

ところすべての神社において存在が確認できた．図-3よ

り消滅している神事は県全域に点在していることが分か

る．また，継承されている神事と消滅した神事が混在し

ている神社がみられ，神事の特性による影響から消滅し

てしまう神事も存在することが考察できる． 

 

(2) 神社周辺の人口変化と継承の関係 

1.で前述したように，神社本庁は，特に人口減少が著

しい過疎地域での神社及び神事の維持を問題視しており，

取り組みが進められている注 2)．このように人口減少は

神事継承へ大きな影響を与える要因であることが考えら

れる． 

そこで，本節では神社周辺の人口変化率を把握し，継

承と人口変化との関係性を考察する．神社周辺人口の定 

著書内分類 本研究における分類

海上神幸

浜降り神事

御田植神事 御田植神事

弓神事

神事相撲

筒粥神事

甘酒神事・どぶろく神事

大飯神事

特殊神饌

茅の輪神事

湯立て神事

雨乞い神事 雨乞い神事

火祭り 火祭り

田楽

神楽

獅子舞・ささら

はやし

祇園祭 祇園祭

神事と当屋制 当番制による神事

御座替り神事

特色ある祭り注12）
その他の神事

海・浜で行われる神事

競技を伴う神事

供え物や料理に特徴のある神事

悪霊防御を目的とする神事

民俗芸能が行われる神事
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図-4 神社周辺人口変化率と継承との関係 

 

義については，既往研究9)を参考に神社から半径500mと

し，1995 年及び 2010 年の国勢調査のデータを使用し，

GISで人口変化率を算出した． 

すると全体の 72.4%において神事が開催される神社周

辺の人口が減少していることが分かった．そして神社周

辺人口変化率と神事の実態との関係について図-4に示す． 

その結果，継承している神事の方が人口減少している

神事の割合が高いことが明らかとなった．つまり，人口

減少以外の要因が神事の消滅に対して強く影響を与えて

いることが考察できる．そこで人口以外の観点にも着目

し，消滅に影響を与える要因を次章で探っていく． 

 

5. 神事の継承・消滅要因分析 

 

本章では，神事の継承・消滅要因となることが考えられ

る外部観察可能な変数として，表-2 に示す 19 の変数を

整備した．具体的には，神事の内容（神事の種類），神

社の規模（旧社格注 17) ），神社周辺の地域特性（都市計

画区域，人口，交通）に関する変数を収集した． 

 収集した変数をもとに，神事の継承・消滅実態に対す

る要因を明らかにするため，判別分析を行う．目的変数

としては，4.(1)で明らかにした神事の実態，継承・消滅

としている．分析結果を図-5に示す．図-5より以下のこ

とが読み取れる． 

1) 神事の種類に着目すると，雨乞い神事が消滅に対

して有意な影響がみられる．雨乞い神事は，干ば

つが続いた際に雨を降らせることを目的に行うた

め，農業の衰退とともに消滅していったことが考

えられる．また，天候によって開催日を決定する

ため，日程が定まっていないことによって時代の

流れとともに継承意識が希薄となったことも要因

として考えられる． 

2) 神事の種類において他に，火祭り及び祇園祭が継

承に有意な影響を示しており，火や山車を扱うと

いった注目を集めるような神事がより継承されや

すいことが考察できる．小松注 22)は，神事が時代の

変化とともに神を祀るために「する祭り」から見

物客へ「見せる祭り」へ変容していることを述べ

ており，このような「見せる祭り」として影響を

受けやすい神事が継承傾向にあることを示してい

ると考える． 

3) 神社の規模について，小規模な神社が消滅に有意

な影響を与えていることが分かる．規模の小さい

神社は神職が常駐していないか，あるいは一人の

神職が複数の神社を管理していることが多い 11)．

神職が常駐していない神社に関しては，一般的に

内容
データの

出典と時点

海・浜で行われる神事ダミー

御田植神事ダミー

競技を伴う神事ダミー

供え物や料理に特徴のある神事ダミー

雨乞い神事ダミー

火祭りダミー

民俗芸能が行われる神事ダミー

祇園祭ダミー

当番制による神事ダミー

その他の神事ダミー

神社規模 無格社（規模小）ダミー
1:無格社

0:無格社以外
b.

市街化調整区域内立地ダミー

都市計画区域内白地地域内立地ダミー

都市計画区域外立地ダミー

神社周辺人口(半径500m) 2010年の人口 d.('10)

神社周辺人口変化率(半径500m)
1995~2010年

の人口変化率
d.('95~'10)

神社周辺老年人口割合(半径500m) 2015年注18) d.('15)

徒歩圏内(800m)に駅存在ダミー
1:駅存在

0:駅無し
c.('10)

徒歩圏内(800m)にバス停存在ダミー
1:バス停存在

0:バス停無し
c.('19)

交通

人口

1:該当

0:該当しない
a.

土地利用
1:該当

0:該当しない
c.('19)

神事の種類

変数名

※出典:  a. 茨城の神事注8),  b. 茨城県大百科事典注19),  

c. 国土数値情報注20),  d. 国勢調査注21),  

表-2 判別分析に使用する変数 

海・浜で行われる神事ダミー 0.214

御田植神事ダミー 0.249

競技を伴う神事ダミー 0.074

供え物や料理に特徴のある神事ダミー 0.213

雨乞い神事ダミー -0.427**

火祭りダミー 0.433**

祇園祭ダミー 0.611**

民俗芸能が行われる神事ダミー 0.342

当番制による神事ダミー -0.150

その他の神事ダミー 0.368

神社規模 無格社ダミー -0.413**

市街化調整区域内立地ダミー -0.617*

都市計画区域内白地地域内立地ダミー -0.166

都市計画区域外立地ダミー -0.435

神社周辺人口(半径500m) -0.504*

神社周辺人口変化率(半径500m) -0.376**

神社周辺老年人口割合(半径500m) -0.090

徒歩圏内(800m)に駅存在ダミー 0.299*

徒歩圏内(800m)にバス停存在ダミー 0.454**

現存群の重心 0.343

消滅群の重心 -1.317

相関比 η2 0.314

判別的中率 79.31%

交通

n=145 *：P<0.1, **：P<0.05,   ***：P<0.01

変　数
標準化判別係数

　消滅⇐　　⇒継承

神事の

種類

土地利用

人口

図-5 判別分析の結果 
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氏子総代が神社の管理や神事の運営を担っている

が，氏子総代の減少及び高齢化が課題として示さ

れており注 23)，これらが神事の消滅に影響を与えて

いることが考えられる．今後このような規模の小

さい神社において，総代のみでなく，地域住民全

体で支えていくことが神事の継承に求められると

考える． 

4) 土地利用に着目すると，市街化調整区域内で行わ

れる神事ほど消滅割合が高いことが分かる．市街

化調整区域における課題として，個別開発による

スプロールの問題が挙げられる．木村ら 10)は，高

度経済成長期以降，郊外の住宅団地の開発やスプ

ロール型の住宅地化が進んだことによる住民層の

多様化は，新旧住民のコミュニケーション不足や

対立を引き起こし，地域基盤の衰退要因となって

いることを指摘しており，このような背景が消滅

へ影響を与えていると考えられる． 

5) 人口については，4.(2)の結果と同様に人口減少と消

滅の関係は見られなかった．むしろ，居住者の多

い地域や人口が増加している地域が消滅に影響を

与えている．これは，新規居住者の増加により継

承意識の希薄化が進んだことが消滅要因の可能性

として考えられる． 

6) 交通については，駅・バス停の存在がどちらも継

承に有意な影響を示している．公共交通が整備さ

れていない神社は周辺が田畑に囲まれていたり，

山頂付近に位置していることが考えられる．周辺

住民以外の方も含めて，神事開催日に神社に来訪

しにくいことで参加人数が減少していったことが

消滅要因として考えられる． 

 

6. おわりに 

 

本研究では，30 年前の神事の継承・消滅実態とその

要因について俯瞰的視点から分析を行った．主な成果を

以下に示す． 

1) 神事の消滅と周辺地域の人口減少との関係はみられ

なかった．人口減少が消滅に対する要因となってい

ない結果を踏まえると，今後人口減少の進展が想定

される中で，人口以外の異なる要因を探し，対処し

ていく必要性があるといえる． 

2) 神事の継承に対して神事の種類による影響を明らか

にした．特に，雨乞い神事といった日程が不定期で

ある神事は消滅要因へ強く影響し，火を扱う神事や

祇園祭など注目を集める神事は継承されやすいこと

が明らかとなった． 

3) 規模の小さい神社で行われる神事は消滅割合が高い

ことが示された．規模の小さい神社では，神職が常

駐していないことが多く，こういった神社に対して

神社の管理及び神事の運営を地域住民全体で担って

いく必要があるといえる． 

4) 神事の継承・消滅には，土地利用や交通といった地

域特性が影響していることを示した．特に，市街化

調整区域内においては消滅割合が高いことが明らか

となった．スプロール型の住宅開発が進んだことで，

住民層が多様化し，コミュニティの希薄化が生じた

ことが要因として考えられる． 

 神事には多種多様なものが存在するが，大局的に見る

と継承・消滅要因に特徴があることが本研究を通して明

らかとなった．今後，保存・活用を考えていくなかで，

神事や地域の特性を考慮したうえで政策を進めていくこ

とが効果的であるといえるだろう． 

 今後の課題として，本研究では住民の神事に対する想

いや担い手の特徴といった情報の把握には至っていない．

このような情報は継承・消滅要因に影響を与えると考え

られ，今後はこれらの影響も踏まえて検討することが期

待される． 
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NOTES 

注1) 無形民俗文化財の伝統行事，20 県で 60 件休廃止,日

本経済新聞,2017 年 1月 3日朝刊 

注2) 神社本庁, https://www.jinjahoncho.or.jp/,最終閲覧 2022

/02/04 

注3) コロナで失われる可能性が高い日本文化, 一般社団

法人マツリズム, https://prtimes.jp/main/html/rd/p/00000

0015.000023777.html,最終閲覧 2022/02/04 

注4) 例えば，三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング 報告

レポート,地域の祭りの社会課題解決能力に着目した

地方創生の在り方,https://www.murc.jp/report/rc/colum

n/search_now/sn180501/,最終閲覧 2022/02/04 

注5) 文化財保護法の一部を改正する法律が参議院本会議

で全会一致で可決, 文部科学省, https://www.mext.go.jp

/b_menu/activity/detail/2021/20210416.html, 最終閲覧 2

022/02/14 

注6) 「祭り」支援に 65億円計上 コロナで中止相次ぎ，

文化庁, 2021年 05年 31 日日経新聞夕刊 

注7) 「文化財保存活用地域計画」について,文化庁, https:/

/www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/bunkazai_hozon/inde

x.html, 最終閲覧 2021/12/07 

注8) 茨城新聞社,茨城県神社庁編,茨城の神事，1989 

注9) 茨城県生活福祉部総合県民室編集,いばらきの祭りと

民俗芸能，1983 

注10) 茨城県教育委員会,茨城県教育庁文化課編集, 茨城県

の祭り･行事-茨城県祭り･行事調査報告書-,2010 

注11) 茨城県神社庁が 1986 年に県内の 2464 社に神事に関
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するアンケート調査を行い，回答のあった中で類似

または重複するような神事を省いた神事を対象とし

ている．著書内には，1988 年に各神社の宮司が執筆

した内容が示されている．(2021 年 10月 25日，茨城

県神社庁職員へのインタビュー調査より．) 

注12) 「特色ある祭り」には著書内の分類に当てはまらな

い茨城県特有の神事が掲載されている． 

注13) 2021 年 7 月 12 日時点で，HP の更新有無に限らず記

載のある神事を継承と判断する．また，COVID-19

の影響で中止しているものについても COVID-19 流

行以前まで継承されているとし，継承と判断する． 

注14) 茨城県神社庁, http://www.ibaraki-jinjacho.jp/,最終閲覧

2022/02/04 

注15) CSVアドレスマッチングサービス,https://geocode.csis.

u-tokyo.ac.jp/geocode-cgi/geocode.cgi?action=start,最終

閲覧 2022/02/04 

注16) Google マップ, https://www.google.co.jp/maps/, 最終閲

覧 2022/02/14  

注17) 本研究では，近代社格制度から神社の規模を把握す

る．規模が大きい順に，官社，諸社，無格社となる．

具体例として茨城県内では，官社が鹿島神宮と大洗

磯前神社，諸社が静神社など，無格社は鹿島神社

（鹿島神宮の末社）などが挙げられる． 

注18) 4 次メッシュにおいて年齢別人口割合データが整備

されている 2015年で代用した． 

注19) 茨城県大百科事典,茨城新聞社編集，1981 

注20) 国土交通省,国土数値情報ダウンロード, https://nlftp.m

lit.go.jp/ksj/,最終閲覧 2022/02/04 

注21) 総務省統計局,国勢調査, https://www.stat.go.jp/data/kok

usei/2020/index.html, 最終閲覧 2022/02/04 

注22) 小学館,小松和彦編,祭りとイベント,1997 

注23) 埼玉県神社庁教化委員会,埼玉県神社庁設立七十周年

記念「神職実態調査」報告書,2019 
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